
 

         （大学名：            ）（主たる交流先：EU）  

大学の世界展開力強化事業 

（令和元年度採択）事後評価調書 
 

 

事 務 担 当 者 （氏 名）  （職 名）  

連 絡 先 

（住 所） 〒 

（電話番号） （E-mail） 

※事後評価調書の内容等について連絡可能な事務担当者を記入してください（複数名の担当者がいる場合でも代表者１名
の氏名・職名を記入してください）。また、連絡先E-mailについては、複数人で確認が可能なメールアドレスを記入してくださ
い。 

大 学 等 名 
（○が代表大学） 

 整 理 番 号  

主たる交流先  

事 業 名  

学 長 名  

事 業 責 任 者 
（氏 名）  （職 名）  

（交替年月日）  

取組学部・研究科等名  

相手大学等名 

 日本語表記 英語表記 国 名 備 考 

① １     

②      

③      

④      

⑤      

⑥      

⑦      

⑧      

⑨      

⑩      

⑪      

⑫      

⑬      

⑭      

⑮      

参考資料一覧 

 資料名 備 考 

1   

2   



 

（大学名：            ）（主たる交流先：EU） 
 

プログラムの目的と内容 

① プログラムの目的・概要等（計画調書からの転載） 

【プログラムの目的及び概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【養成する人材像】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本事業で計画している交流学生数】※各年度の派遣及び受入合計人数                （単位：人） 

 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 

派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 

合計人数           

 

申請時の計画 

調書記載人数 
          

海外相手大学 

追加調書分 
          

 



 

（大学名：            ）（主たる交流先：EU） 
 

② 事業の概念図（計画調書からの転載）【１ページ以内】 

 

 



【公表】 

（大学名：            ）（主たる交流先：EU） 
 

取組実績の概要 【１ページ以内】 

 

【本事業における交流学生数の計画と実績】 

   
※海外相手大学を追加している場合は、追加による交流学生数の増加分を含んでいる。 

派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実際に渡航した学生

（以下「実渡航」）
0 0

自国にて国際教育・交流プログラム

をオンラインで受講した学生

（以下「オンライン」)
0 0

実渡航とオンライン受講を行った学

生

（以下「ハイブリッド」)
0 0

　計画※

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 合　計

　実績

（単位：人）



【公表】 

（大学名：            ）（主たる交流先：EU） 
 

特筆すべき成果（グッドプラクティス）【１ページ以内】 

【Ⅰ 事業全般について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ⅱ コロナ禍における対応】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（大学名：            ）（主たる交流先：EU） 
 

事業全体のアクティビティ 【１ページ以内】 

 

20XX年 月 

 

 

20XX年 月 

 



 

（大学名：            ）（主たる交流先：EU） 
 

１．取組実績及び成果 

① 交流プログラムの内容及び大学間交流の枠組み形成 【５ページ以内】 

【取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【得られた成果と課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コロナ禍における対応】 

 

 

 

 

 

 

 



 

（大学名：            ）（主たる交流先：EU） 
 

② 外国人学生の受入及び日本人学生の派遣のための環境整備 【（１）～（３）合わせて３ページ以内】 

（１）外国人学生の受入のための環境整備 

【取組状況】 

 

 

 

 

 

【得られた成果と課題】 

 

 

 

 

 

 

 

【コロナ禍における対応】 

 

 

 

 

 

 

（２）日本人学生の派遣のための環境整備 

【取組状況】 

 

 

 

 

 

 

【得られた成果と課題】 

 

 

 

 

 

 

 

【コロナ禍における対応】 

 

 

 

 

 



 

（大学名：            ）（主たる交流先：EU） 
 

（３）関係大学間の連絡体制の整備 

【取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【得られた成果と課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コロナ禍における対応】 

 

 

 



 

（大学名：            ）（主たる交流先：EU） 
 

③ 事業の実施に伴う大学の国際化と情報の公開、成果の普及、交流プログラムの質の向上のための評

価体制 【（１）～（３）合わせて３ページ以内】 

（１）事業の実施に伴う大学の国際化 

【取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【得られた成果と課題】 

 

 

 

 

 

 

 

【コロナ禍における対応】 

 

 

（２）国内外への情報提供の方法・体制、成果の普及 

【取組状況】 

 

 

 

 

 

 

【得られた成果と課題】 

 

 

 

 

 

 

【コロナ禍における対応】 

 

 

 

 

 

 



 

（大学名：            ）（主たる交流先：EU） 
 

（３）交流プログラムの質の向上のための評価体制 

【取組状況】 

 

 

 

 

 

 

【得られた成果と課題】 

 

 

 

 

 

 

【コロナ禍における対応】 

 

 

 

 



 

（大学名：            ）（主たる交流先：EU） 
 

④ 留意事項への対応等 【２ページ以内】  

（１）留意事項への対応 

中間評価における留意事項 留意事項への対応状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（大学名：            ）（主たる交流先：EU） 
 

２．目標の達成状況 

⑥ 本事業における共同学位プログラムの内容と構築数の推移 【２ページ以内】 

（ⅰ）共同学位プログラム構築の達成目標                 （単位：件（延べ数）） 

事業計画全体の達成目標（事業開始～2023年度まで）  

 うち申請時の事業計画全体の達成目標（海外相手大学追加調書分がある場合のみ記載）  

中間評価までの達成目標（事業開始～2020年度まで）  

 うち申請時の中間評価までの達成目標（海外相手大学追加調書分がある場合のみ記載）  

［上記の内訳］                                 （単位：件） 

 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 

合計件数      

 
申請時の計画調書記載人数      

海外相手大学追加調書分      

ジョイント・ディグリー      

 
申請時の計画調書記載人数      

海外相手大学追加調書分      

ダブル・ディグリー      

 
申請時の計画調書記載人数      

海外相手大学追加調書分      

 

 

 

 

（ⅱ）目標を設定した考え方及び達成までのプロセス（事業計画全体、中間評価までの双方について） 

 

 

 

 

 

 共同学位プログラム構築数の目標の達成状況                （単位：件（延べ数）） 

事業計画全体の達成状況（事業開始～2023年度まで）  

中間評価までの達成状況（事業開始～2020年度まで）  

［上記の内訳］                                   （単位：件） 

 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 

合計人数      

ジョイント・ディグリー      

ダブル・ディグリー      

 

【目標の達成状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（大学名：            ）（主たる交流先：EU） 
 

 

⑦ 本事業において海外に留学した日本人学生数の推移（質の保証をともなった日本人学生の派遣者数） 【２ページ以内】 

（ⅰ）日本人学生数の達成目標                      （単位：人（延べ数）） 

事業計画全体の達成目標（事業開始～2023年度まで）  

 うち申請時の事業計画全体の達成目標（海外相手大学追加調書分がある場合のみ記載）  

中間評価までの達成目標（事業開始～2020年度まで）  

 うち申請時の中間評価までの達成目標（海外相手大学追加調書分がある場合のみ記載）  

［上記の内訳］                                 （単位：人） 

 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 

合計人数      

 
申請時の計画調書記載人数      

海外相手大学追加調書分      

 

 

 

 

 

（ⅱ）目標を設定した考え方及び達成までのプロセス（事業計画全体、中間評価までの双方について） 

   ※質の保証に関する取組も記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本人学生数の目標の達成状況                      （単位：人（延べ数）） 

事業計画全体の達成状況（事業開始～2023年度まで）  

中間評価までの達成状況（事業開始～2020年度まで）  

［上記の内訳］                                   （単位：人） 

 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 

合計人数      

 
実渡航      

オンライン      

 ハイブリッド      

 

【目標の達成状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（大学名：            ）（主たる交流先：EU） 
 

⑧ 本事業において受け入れた外国人学生数の推移（質の保証をともなった外国人学生の受入者数） 【２ページ以内】 

（ⅰ）外国人学生数の達成目標                      （単位：人（延べ数）） 

事業計画全体の達成目標（事業開始～2023年度まで）  

 うち申請時の事業計画全体の達成目標（海外相手大学追加調書分がある場合のみ記載）  

中間評価までの達成目標（事業開始～2020年度まで）  

 うち申請時の中間評価までの達成目標（海外相手大学追加調書分がある場合のみ記載）  

 ［上記の内訳］                                                               （単位：人） 

 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 

合計人数      

 
申請時の計画調書記載人数      

海外相手大学追加調書分      

 

 

 

 

 

（ⅱ）目標を設定した考え方及び達成までのプロセス（事業計画全体、中間評価までの双方について） 

 

 

 

 

 

 

 外国人学生数の目標の達成状況                      （単位：人（延べ数）） 

事業計画全体の達成状況（事業開始～2023年度まで）  

中間評価までの達成状況（事業開始～2020年度まで）  

［上記の内訳］                                   （単位：人） 

 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 

合計人数      

 
実渡航      

オンライン      

 ハイブリッド      

 

【目標の達成状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（大学名：            ）（主たる交流先：EU） 
 

⑦⑧交流学生数内訳 

（ⅰ）交流学生数（実績）、（ⅱ）国内大学及び交流プログラムごとの交流学生数 

 

 

【上記の表の補足説明や今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ⅰ）交流学生数（実績） （単位：人）

派遣 受入

0 0

0 0

0 0

0 0

（ⅱ）国内大学及び交流プログラムごとの交流学生数

① 単位取得を伴う交流期間30日未満の交流 実渡航

② 単位取得を伴う交流期間30日以上3ヶ月未満の交流 オンライン

③ 単位取得を伴う交流期間3ヶ月以上の交流 ハイブリッド

④ 上記以外の交流期間30日未満の交流

⑤ 上記以外の交流期間30日以上3ヶ月未満の交流

⑥ 上記以外の交流期間3ヶ月以上の交流

１.【代表申請大学】

大学名 （単位：人）

派遣

受入

派遣

受入

派遣

受入

２.【国内連携大学等】

大学名 （単位：人）

派遣

受入

派遣

受入

交流

形態

交流

方向

交流プログラム名
（相手大学名）

交流プログラム名
（相手大学名）

交流

方向

交流

形態
合計

0

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

0

0

実渡航

ハイブリッド

0

合計

各年度の派遣及び受入合計人数
(交流期間、単位取得の有無等の内訳は、（ⅲ）表参照）

交流形態

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

（内訳）

合計

0

0

オンライン

2023年度

0

0

0

0

派遣 受入

00

A B CC

派遣 受入

0 0

A B

受入

0 0

A B C A B C A B C

B

C

派遣 受入

0 0

A

派遣 受入

0 0

派遣

A B C A B C A B C A B C A B C



 

（大学名：            ）（主たる交流先：EU） 
 

（ⅲ）本事業で実施した交流学生数（派遣・受入別 各内訳の集計） 

 

【上記の表の補足説明や今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人）

0上記以外の交流期間3ヶ月以上の交流 0

ハイブリッド 0

実渡航 0

上記以外の交流期間30日以上3ヶ月未満の交流 0 0 0 0 0 0

0上記以外の交流期間30日未満の交流 0

ハイブリッド 0

実渡航

実渡航 0

0

0

実渡航 0

合計

年度別合計人数 0 0 0 0 0 0

日本人学生の派遣【実績】 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

【交流形態別　内訳】

単位取得を伴う交流期間30日未満の交流 0 0 0 0 0 0

ハイブリッド 0

0オンライン

0 0 0 0

0

単位取得を伴う交流期間3ヶ月以上の交流 0 0 0 0 0 0

単位取得を伴う交流期間30日以上3ヶ月未満の交流

オンライン 0

0

オンライン

実渡航 0

ハイブリッド 0

オンライン 0

0 0 0 0

ハイブリッド 0

実渡航

0 0 0 0

オンライン 0

オンライン 0

ハイブリッド 0

0



 

（大学名：            ）（主たる交流先：EU） 
 

 

 

【上記の表の補足説明や今後の展望】 

 

ハイブリッド 0

オンライン 0

実渡航 0

ハイブリッド 0

オンライン 0

ハイブリッド 0

上記以外の交流期間30日以上3ヶ月未満の交流 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

実渡航 0

単位取得を伴う交流期間3ヶ月以上の交流 0 0 0 0 0 0

実渡航 0

外国人学生の受入【実績】 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 合計

0

【交流形態別　内訳】

単位取得を伴う交流期間30日未満の交流 0 0 0 0 0 0

年度別合計人数 0 0 0 0 0

実渡航

ハイブリッド

0

0

0

単位取得を伴う交流期間30日以上3ヶ月未満の交流 0 0 0 0 0

実渡航

ハイブリッド

0

オンライン 0

オンライン 0

0

オンライン 0

オンライン 0

ハイブリッド 0

上記以外の交流期間30日未満の交流 0 0

上記以外の交流期間3ヶ月以上の交流 0 0 0 0 0 0

実渡航 0



 

（大学名：            ）（主たる交流先：EU） 
 

⑨ 任意指標に対する実績 【２ページ以内】 

申請時の事業計画 事業計画の実施状況 

【現状分析及び目標設定】 

 

 

【計画内容】 

 

 

【取組状況】 

＊記入する取組状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

（指標１）

（指標２）

（指標３）

（指標４）

（指標５）

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

（指標１）

（指標２）

（指標３）

（指標４）

（指標５）



 

（大学名：            ）（主たる交流先：EU） 
 

その他（上記⑥～⑨に該当するもの以外） 

●本来実渡航で行うべきところ、新型コロナウイルス感染症の影響を受けてオンラインで実施した国際教育・交流プログラム 

開催年月 プログラム名称 参加者数  

      人  

      人  

      人  

      人  

 

 



 

（大学名：            ）（主たる交流先：EU） 
 

 

⑤、⑩ プラットフォーム構築大学の実施状況 【３ページ以内】 

【プラットフォーム構築プログラムの内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【達成目標への対応状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（大学名：            ）（主たる交流先：EU） 
 

３．今後の展開及び我が国の大学教育のグローバル展開力の強化に対する貢献 【３ページ以内】 

【交流プログラムの内容及び大学間交流の枠組み形成】 

 

 

 

 

 

【外国人学生の受入及び日本人学生の派遣のための環境整備】 

 

 

 

 

 

【事業の実施に伴う大学の国際化と情報の公開、成果の普及、評価体制】 

 

 

 

 

 

【その他我が国の大学教育のグローバル展開力の強化に対する貢献について】 

 

 

 

 

 

 



（単位：千円）

補助金額
（ａ）

大学負担額
（ｂ）

支出実績
（ａ＋ｂ）

備考

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0 0 0

0

0
0

0
0
0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0
0

0 0 0

0

0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

合計 0 0 0

 計画調書に記載した年度ごとの各経費の明細について、2023年度までの実績報告書に基づき記載。

  【年度ごとに１ページ】

＜2019年度＞　　　経　費　区　分

［物品費］
①設備備品費
　・
　・

①人件費

　・

　・
　・
②謝金
　・

　・
②消耗品費
　・
　・
　・
［人件費・謝金］

　・

　・

　・

　・
　・
［その他］

　・
　・
［旅費］

  ・

  ・

  ・

　・
　・
③会議費
　・
　・
　・

①外注費

　・ 

　・
　・
②印刷製本費
　・

　・
　・
⑥その他（諸経費）
　・
　・
　・

④通信運搬費
　・
　・
　・
⑤光熱水料
　・

2019年度

（代表大学名：　　　　      ）（タイプＡ　主たる交流先：　ＥＵ  　 　　　）　

補助期間における各経費の実績【年度ごとに1ページ】



（前ページの続き） （単位：千円）

補助金額
（ａ）

大学負担額
（ｂ）

支出実績
（ａ＋ｂ）

備考

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0 0 0
0
0
0
0
0
0
0
0

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0

0

0

0
0
0

合計 0 0 0

　・
　・
②消耗品費
　・
　・
　・

＜2020年度＞　　　経　費　区　分

［物品費］
①設備備品費
　・

　・
　・
　・
［旅費］
　・
　・

［人件費・謝金］
①人件費
　・
　・
　・
②謝金

　・ 
　・
　・
②印刷製本費

　・
　・
　・
　・
　・
　・

　・

2020年度

（代表大学名：　　　　      ）（タイプＡ　主たる交流先：　ＥＵ  　 　　　）　

　・

　・

　・
⑥その他（諸経費）
　・
　・

　・
④通信運搬費
　・
　・
　・
⑤光熱水料

　・
　・
　・
③会議費
　・
　・

［その他］
①外注費



（前ページの続き） （単位：千円）
補助金額

（ａ）
大学負担額

（ｂ）
支出実績
（ａ＋ｂ）

備考

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0 0 0
0
0
0
0
0
0
0
0

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

合計 0 0 0

＜2021年度＞　　　経　費　区　分

［物品費］
①設備備品費
　・
　・
　・
②消耗品費
　・
　・
　・
［人件費・謝金］
①人件費
　・
　・
　・
②謝金
　・
　・
　・
［旅費］
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
［その他］
①外注費
　・ 
　・
　・
②印刷製本費
　・
　・
　・
③会議費
　・
　・
　・
④通信運搬費
　・
　・
　・
⑤光熱水料
　・
　・
　・
⑥その他（諸経費）
　・
　・
　・

2021年度

（代表大学名：　　　　      ）（タイプＡ　主たる交流先：　ＥＵ  　 　　　）　



（前ページの続き） （単位：千円）
補助金額

（ａ）
大学負担額

（ｂ）
支出実績
（ａ＋ｂ）

備考

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0 0 0
0
0
0
0
0
0
0
0

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

合計 0 0 0

＜2022年度＞　　　経　費　区　分

［物品費］
①設備備品費
　・
　・
　・
②消耗品費
　・
　・
　・
［人件費・謝金］
①人件費
　・
　・
　・
②謝金
　・
　・
　・
［旅費］
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
［その他］
①外注費
　・ 
　・
　・
②印刷製本費
　・
　・
　・
③会議費
　・
　・
　・
④通信運搬費
　・
　・
　・
⑤光熱水料
　・
　・
　・
⑥その他（諸経費）
　・
　・
　・

2022年度

（代表大学名：　　　　      ）（タイプＡ　主たる交流先： ＥＵ　  　 　　　）　



（前ページの続き） （単位：千円）
補助金額

（ａ）
大学負担額

（ｂ）
支出実績
（ａ＋ｂ）

備考

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0 0 0
0
0
0
0
0
0
0
0

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

合計 0 0 0

＜2023年度＞　　　経　費　区　分

［物品費］
①設備備品費
　・
　・
　・
②消耗品費
　・
　・
　・
［人件費・謝金］
①人件費
　・
　・
　・
②謝金
　・
　・
　・
［旅費］
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
［その他］
①外注費
　・ 
　・
　・
②印刷製本費
　・
　・
　・
③会議費
　・
　・
　・
④通信運搬費
　・

　・

2023年度

（代表大学名：　　　　      ）（タイプＡ　主たる交流先： ＥＵ　  　 　　　）　

　・
　・
⑤光熱水料
　・
　・
　・
⑥その他（諸経費）
　・
　・
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